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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ｐ
ｒ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｕ
ｅ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
４
１
８
Ｑ

【
作
者
名
】

　
黒
羽
秋
兎

【
あ
ら
す
じ
】

　
世
界
を
守
る
守
護
者
の
物
語
。
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ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
：
？
？
？

長
か
っ
た
。

此
処
ま
で
、
こ
の
時
ま
で
長
か
っ
た
。

あ
の
使
命
を
受
け
た
と
き
か
ら

学
ん
だ
す
べ
て
は
、
お
前
を
倒
す
た
め
に
。

奪
っ
た
す
べ
て
は
、
お
前
を
屠
る
た
め
に
。

失
っ
た
す
べ
て
は
、
お
前
を
殺
す
糧
と
な
し
。

俺
の
す
べ
て
は
、
お
前
を
殺
す
た
め
に
さ
さ
げ
た
。

だ
か
ら
・
・
・
・
・

「
お
前
を
殺
し
、
俺
は
世
界
を
壊
し
て
み
せ
る
！
！

俺
は
絶
対
に
お
前
を
許
し
は
し
な
い
！
」
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そ
の
と
き
・
・
・

ふ
と
、
目
の
前
に
浮
か
ん
だ
。

一
つ
、
友
の
顔
。

一
つ
、
愛
し
た
者
。

一
つ
、
師
と
し
た
者
。

一
つ
、
憎
ん
だ
者
。

・
・
・
・
・
・
・
。

・
・
・
今
思
え
ば
、
み
ん
な
、
、
、
俺
の
大
事
な
人
だ
っ
た

・
・
・

「
お
前
は
あ
い
つ
ら
を
・
・
・
」

今
、
こ
の
世
界
に
。

自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
世
界
に
・
・
・
。
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俺
以
外
、
も
う
ヒ
ト
は
い
な
い
。

・
・
・

「
俺
の
友
達
、
い
や
、
全
世
界
の
人
を
｜
生
贄
≪
か
て
≫
と
し
て
、
こ
の
世
に

生
ま
れ
た
ん
だ
か
ら
な
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
！
！
」

そ
し
て
、
彼
に
と
っ
て
宿
敵
の
名
を
呼
ぶ
。

「
こ
の
虫
ヤ
ロ
ウ
ー
ー
ー
！
！
！
！
」

Ｂ
ｕ
Ｇ
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そ
し
て
、
死
合
は
始
ま
っ
た
。

最
終
決
戦

ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
 

ｏ
ｕ
ｔ
．

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

そ
し
て
、
時
は
過
ぎ
・
・
・

彼
は
、
す
で
に
力
は
尽
き
、
腕
は
折
ら
れ
、
脚
に
力
は
入
ら
ず
、
そ
の
翼
は
も

う
飛
ぶ
こ
と
さ
え
ま
ま
な
ら
な
い
。

だ
が
、
目
の
前
に
は
傷
一
つ
な
く
た
た
ず
む
宿
敵
の
姿
。

・
・
・
・
・

Ｂ
ｕ
Ｇ
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た
と
え
人
が
、
ど
ん
な
に
強
力
な
力
を
得
て
も
、
Ｂ
ｕ
Ｇ
の
前
に
は
、
な
す
術

神

が
な
か
っ
た
。

ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
：
？
？
？

「
っ
た
く
、
傷
一
つ
付
き
や
し
な
い
・
・
・
。
」

そ
の
手
に
は
武
器
も
持
て
ず
、
た
だ
腕
と
い
う
組
織
が
く
っ
つ
い
て
い
る
だ
け

と
な
っ
て
い
た
。

「
約
束
さ
れ
た
勝
利
の
剣
も
、
Ｓ
・
Ｌ
・
Ｂ
も
通
用
し
な
い
・
・
・
。

エ
ク
ス
カ
リ
バ
ー

ス
タ
ー
・
ラ
イ
ト
・
ブ
レ
イ
カ
ー

チ
ー
ト
能
力
使
っ
て
ん
の
に
・
・
・
あ
れ
は
反
則
だ
ろ
・
・
・
。

あ
ん
な
の
に
勝
て
と
言
っ
た
の
か
？
世
界
の
意
思
は
？
」

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

「
あ
ぁ
、
お
あ
い
に
く
だ
が
、
お
前
の
言
い
た
い
こ
と
は
、
全
然
理
解
で
き
な

く
て
、
、
な
。
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す
ま
な
い
が
、
こ
っ
ち
は
も
う
ガ
ス
欠
だ
。

も
う
こ
れ
し
か
な
い
ん
で
な
、
、
、
悪
く
思
う
な
よ
。
」

・・・・・・あ
ぁ
・
・
・
、

「
我
が
命
を
力
と
な
し
」

も
う
終
わ
り
か
・
・
・

「
こ
こ
に
我
が
前
に
立
つ
敵
を
屠
る
一
撃
を
！
！
」

前
の
奴
等
も
同
じ
気
持
ち
だ
っ
た
の
か
な
？

「
全
力
・
全
開
！
！
」

次
に
選
ば
れ
た
ヤ
ツ
・
・
・

「
断
罪
術
式
・
禁
忌
」

自
分
の
選
択
に
後
悔
だ
け
は
す
る
な
よ
。

そ
し
て
・
・
・
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「
レ
ム
リ
ア
・
イ
ン
パ
ク
ト
！
！
！
！
」

世
界
を
救
っ
て
見
せ
ろ
！
。

ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
 

ｏ
ｕ
ｔ
．

彼
は
、
自
ら
の
生
命
力
と
引
き
換
え
に
、
最
後
の
一
撃
を
放
っ
た
。

『
さ
よ
な
ら
、
み
ん
ｎ
』

そ
う
、
対
消
滅
が
起
こ
り
音
す
ら
も
聞
こ
え
な
い
は
ず
の
世
界
で

彼
の
ち
い
さ
な
言
葉
が
聞
こ
え
た
・
・
・
。

彼
の
最
後
の
一
撃
に
よ
っ
て
、
Ｂ
ｕ
Ｇ
は
確
か
に
消
滅
し
た
。
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だ
が
、
彼
の
思
い
と
裏
腹
に
・
・
・

そ
の
最
後
の
攻
撃
に
よ
っ
て
、
世
界
は
崩
壊
し
、

こ
こ
に
彼
の
戦
っ
た
世
界
は

潰
え
た
。
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ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
：
？
？
？

あ
～
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

次
は
ど
う
遊
ん
で
あ
げ
よ
う
か
な
？
、
、
、
か
な
？
？

い
ら
な
い
ゴ
ミ
が
多
い
し
、
ヤ
ダ
、
ヤ
ダ
。

で
も
、
あ
と
一
つ
。

そ
う
、
あ
と
一
つ
世
界
を
潰
せ
ば
、
ボ
ク
の
仕
事
も
終
わ
る
ん
だ
。

次
の
世
界
の
人
間
は
、
ど
う
足
掻
い
て
く
れ
る
の
か
な
？
？

ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
 

ｏ
ｕ
ｔ
．

そ
し
て
、
世
界
は
、
希
望
に
す
が
る
。

ラ
ス
ト
・
ホ
ー
プ
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（
後
書
き
）

な
ん
と
な
く
考
え
て
た
も
の
で
す
。

ち
な
み
に
大
き
く
内
容
を
改
変
し
ま
し
た
。

一
応
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
い
う
こ
と
で
、
次
に
書
こ
う
と
し
て
い
る
連
載
小
説
の
過

去
話
的
な
位
置
づ
け
で
作
成
し
ま
し
た
。

で
も
、
か
な
り
内
容
も
あ
や
ふ
や
な
の
で
、
時
々
改
変
す
る
か
も
し
れ
な
い
の

で
ス
イ
マ
セ
ン
。

ち
な
み
に
、
次
の
連
載
は
自
分
の
好
き
な
ジ
ャ
ン
ル
の
転
生
モ
ノ
で
、
こ
の
短

編
の
続
き
と
い
う
形
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。

た
ぶ
ん
彼
（
短
編
主
人
公
（
名
無
し
）
）
は
今
後
出
番
な
し
か
な
？

で
も
、
や
っ
ぱ
り
寂
し
い
の
で
、
せ
め
て
な
ん
ら
か
の
形
で
係
わ
ら
せ
て
あ
げ

た
い
で
す
。

い
ま
だ
に
戦
闘
描
写
が
苦
手
な
の
で
お
見
苦
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
暖
か
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

感
想
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ま
ぁ
、
最
終
的
に
見
返
し
て
思
う
こ
と
は
い
え
る
こ
と
は
、
文
才
が
ほ
し
ぃ
デ

ス
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

prologue

2011年10月7日23時34分発行

この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n6418q/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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